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幼稚園の生徒数が増えません 

  幼稚園の登録生徒数は４１名と前回の報告から４

名増加。しかし実際に毎日通ってくる子どもは１４、

５名で固定してしまい、少し減少気味です。 

  当会の業務委託先団体ポンロックタマイのマネー

ジャー、リティさんが子どもの増えない原因と対応

に付いて、先生方と話し合いをしていますが、なか

なかはっきりしたことが分からず、苦戦しています。 

  弟妹の面倒をみさせるため、親が子どもを幼稚園

に行かせたがらないという話もあり、開発途上国共

通の難しさに私たちも立ち向かわねばならないとい

う状況のようで、その中で何が出来るのかしっかり

考えたいと思います。  
写真は幼稚園の壁に貼ってある掛け図で｢良い子

は一生懸命勉強しましょう｣と書いてあります｡これ

を使って子どもたちは、数の数え方や色の名前を覚

えます｡  クメール語の翻訳は、当会が事務所を置か

せて頂いているアジア文化会館で働いておられ、カ

ンボジアに留学したご経験のある中林さんにお願い

しました。  
 

 
  

  前号でお知らせしたルセイサン小学校生徒数減少の話ですが、その後のリティ

さんの調査で、学校を止めた子どもたち約１００名は、全てが、私たちが６月ま

で経営していたアジア未来学校の出身者であることが分かりました。  
  この子たちが止めた理由は、親の経済状況が悪化し、子どもたちも家計の足し

に仕事をしなければならなくなったためで、これに対し、当会として何か出来な

いかをリティさんに検討して貰いました。その結果は、残念ながら何も出来ない

ことが判明しました。というのは、この子たちは親と一緒にアンロンコン･タマ

イ村を出て行ってしまったからです。借金から逃れるためのようです。スタッフ

一同、改めてカンボジアの厳しい現実を認識した次第です。（大澤）  
 

カンボジア便り  



遊具が校庭に固定され､使えるようになりました

壁の文字は､｢良い子は礼儀正しい｣です｡

｢一生懸命聴けば､早くできるようになります｣

幼稚園の近況
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善意で繋がる国際交流の輪～ボランティアの皆さん、有難う！ 

文京国際交流フェスティバル 2009 

2 月 21 日（土）東京春日の文京シビックセンターで文京国際交流フェスティ

バル 2009 が開催され、当会は初めて広報ブースを出展させて頂きました。出展

にあたりボランティアを募集したところ、15 名もの方々にお集まり頂くことが

出来ました。ボランティアの皆様には、パンフレットの配布、団体紹介、募金し

て下さった方への温泉の素の配布等をお手伝い頂きました。その結果、広報パン

フレットを 259 枚配布、募金は 11,727 円も頂くことが出来ました。また、当日

は文京区職員が取材に来られて、区の地域公益情報サイト「こらびっと文京」

（http://collabit.net/）に当会を中心とした記事も掲載されました。  

今回は韓国人のボランティア参加者や外国人のお客様も来場され、参加したボ

ランティア同士、またボランティアとお客様が楽しく国際交流することが出来ま

した。国籍が違う者同士が 1 つの目標に向かって協力し合うことが日韓アジア基

金の魅力のひとつだと改めて実感致しました。今後もこうしたイベントに積極的

に参加して、国際交流の輪を広げていければと思います。（大西）  

みんなでつくるビビンの会   4 月 19 日 第 8 回報告 

ビビンの会で使うアジア文化会館１０１教室―いったいどれだけの人が入る

でしょう。長机を二つくっつけ、そこに椅子を８つ置いた「島」が８つ。それで

結構いっぱいになる教室です。今回ビビンの会は、始まって以来最多の人数、総

計 65 名ものお客様が集まりました。スタッフを含めると 77 名にも上ります。

椅子は足してもまだ足りず、各「島」をまとめるグループリーダーが一時立った

状態のままグループを仕切っている様子も見られました。懇親会（ビビンの会後

におこなわれる食事会）についても、40 名前後の参加を見込んだにも関わらず

60 名ものお客様がいらして下さり、食事や飲み物はあっという間になくなりま

した。料理やビールは追加で購入するほどです。スタッフ一同、部屋の中を取り

仕切るのに必死でした。  
しかしそうした状況の中、いつも私達スタッフに聞こえてくるのはお客様の笑

い声でした。日本語を学びたての日本語学校の方々が多く、配慮が行き届いてい

るか心配していたのですが、どうやらありがたいことに日本語が出来る韓国人の

お客様や、韓国語を話せる日本人のお客様がフォローして下さっていたようです。

どこも盛り上がってお話されていたので、次のプログラムに進むため、話をやめ

るようお願いするのが心苦しいくらいでした。  
ビビンの会は「日韓・アジアの友達を作ろう」というコンセプトで運営されて

います。この目的を達成するには、友だちになれるような和やかな雰囲気が不可

欠です。笑顔あふれる和気藹々としたムードにして下さるのは、紛れもないお客

様！ビビンの会は、スタッフだけでなくいらして下さるお客様と共に作っている

のだと、再認識させられた第８回ビビンの会、さまざまなアイディアを取り入れ

てもっと魅力あふれるものにしていきたいと思っています。（浅野）              

                                                      



 ３

卒業にあたって                    
  ―今年も二人のスタッフが大学を卒業し、新たな門出をしました。二人とも数年  

にわたって日韓アジア基金と関わり、大いに貢献してくれました。ここで培っ  
た心とノウハウで、社会でも活躍してくれることでしょう。―  

 
理解しがたいことを理解しようとすること  

松田  えり子  
 この春、無事、大学を卒業しました。長いようで短い

学生生活の中には、いろいろな人々との出会いがありま

した。日韓アジア基金との出会いもその一つです。中学

時代に当会代表の禹さんに出会い、カンボジアスタディ

ーツアーに参加しました。現地でアジア未来学校に通う

子どもたちと交流し、カンボジアの様子を知ることがで

きたのはとても貴重な体験でした。未来学校で学ぶ子ど

もたちのはじけるような笑顔と、やんちゃな姿は今もよ

く覚えています。真面目に勉強し家計のために働く彼ら

を見て、当時の私は自分を省みていました。  
大学時代に再び関わった日韓アジア基金は、様々なイベントに参加して広報活

動を行ったり、カンボジアに幼稚園を建てたりと、とても精力的に活動を行って

います。なかでも韓国人と交流を深めようという目的で始まったビビンの会は、

韓国のみならずアジアやアメリカまで幅広い方々が集まるイベントになりまし

た。この会がこうしてパワーアップしながら続いているのがとても嬉しいです。

つくづく「友だちに国境はない」のだと感じさせられます。今まで日本のことや

自分のことしか知らなかった私ですが、当会や学生生活を通してこれまで知らな

かったことを知ることや、理解しがたいことを理解しようとすることの大切さを

学びました。相手を思いやること、未知の出来事に関心を寄せ考えてみることは

自分の世界を広くし、そしてより豊かにしてくれるのだと思います。  
 ４月からは大学の専攻を活かして社会福祉の現場で働いています。子どもから

お年寄りまで地域に暮らすさまざまな人と接しています。あせらずに一歩ずつ地

道にやっていきたいです。今後とも微力ではありますが、みなさんと協力しなが

ら活動を続けていきたいと思っています。これからもどうぞよろしくお願い致し

ます。  
 
Ｉ ＬＯＶＥ ＡＳＩＡ ＦＵＮＤ 経験         

渡部友里恵  
 

今春、無事に大学を卒業しました。振り返ってみれば、日韓アジア基金を知っ

てから、実に６年以上の月日が流れました。２００２年の日韓ワールドカップで

韓国に興味を持ったことが、私が当会を知るきっかけであり、その後、自分が住

むアジアに目を向けるきっかけでもありました。  
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